
6� 証券アナリストジャーナル　2018.10

１．はじめに

　日本でも大手企業のカーブアウト案件や事業承

継案件においてPEファンドの活用が広く認知さ

れてきたことで、現在、PEファンドの投資金額

が拡大している。しかし、欧米主要国と比較する

と、日本はその経済規模に比してPEファンドの

投資規模はまだまだ小さいと言える。

　日本におけるPEの業界団体である一般社団法
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　世界のプライベートエクイティ（以下、PE）の運用資産残高は、2016年から25年までの９年間で２倍以上
になることが予測されている。日本においても、投資家によってPEがアセットクラスの一つとしての認知度を
高めることによりPEの成長機会を捉えるためには、日本におけるPEのパフォーマンスの測定・開示が有用と考
えられる。本稿では、PEファンドのパフォーマンス測定と、日本における取組みについて概説する。
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